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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はDNAポリメラーゼXファミリーに属し、オリゴヌクレオチドプライマーの3'-ヒドロキシル末端へのデオキシヌクレオチド付加を触媒する鋳型非依存性DNAポリメラーゼをコードする。生体内では、コードされているタンパク質は、分化初期段階にある正常および悪性のプレBリンパ球およびプレTリンパ球の限られた集団で発現し、再構成された免疫グロブリン重鎖およびT細胞受容体遺伝子セグメントの接合部において非生殖系列エレメント（N領域）を合成することにより、抗原受容体の多様性を生み出す。この遺伝子の異なるアイソフォームをコードする、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されている。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：デオキシヌクレオシド三リン酸 + DNA(n) = 二リン酸​​ + DNA(n+1).,補因子：マグネシウム.,疾患：特定の急性白血病細胞で非常に高いレベルの酵素活性が検出されています.,機能：テンプレート非依存性DNAポリメラーゼで、DNAイニシエーターの3'末端へのデオキシヌクレオシド5'-三リン酸のランダム付加を触媒します。この酵素の生体内機能の1つは、B細胞およびT細胞の成熟中に、再編成されたIg重鎖およびT細胞受容体遺伝子セグメントの接合部（N領域）にヌクレオチドを付加することです。,類似性：DNAポリメラーゼタイプXファミリーに属します。,類似性：1つのBRCTドメインを含みます。,サブユニット：PRP19およびDNTTIP1と相互作用します。DNTTIP2およびコアヒストンと三量体複合体を形成します。 PCNAによってこの複合体から放出されます。
	研究分野
	非相同末端結合;造血細胞系統;
	画像データ
	

	DNTT抗体のウェスタンブロット分析。右レーンはDNTTペプチドでブロッキングされている。
	

	TdT ポリクローナル抗体を使用した HepG2 細胞のウェスタン ブロット解析。
	

	パラフィン包埋ヒト甲状腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト甲状腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト甲状腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト胸腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト胸腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト胸腺の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を抗原賦活化に使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。

